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■もっと涸沼がきれいになって、たくさん魚が住めるといいね l

冨
●海といのちを見つめるライフセーバー

「すべての人に安全で快適なビーチを提供したい」



-
E
Nた
日
＆
＂
自
日

§
5
,
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同
じ
波
、
同
じ
潮
の
流
れ
、
昨
日
と
同
じ
海
は
存
在
し
な
い
。

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
、
タ
ワ
—
と
呼
ば
れ
る
白
い
監
視
台
か
ら
、

鋭
い
視
線
を
送
る
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
。

海
水
浴
客
が
安
全
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
彼
ら
が
海
の

安
全
を
守
っ
て
い
る
。

大
洗
サ
ー
フ

・
ラ
イ
フ
・
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
大
洗

s

L
S
C
)
が
発
足
し
た
の
は
今
か
ら
4
年
前
の
1
9
9
4
年

（
平
成
6
年）。

大
洗
町
と
財
団
法
人
日
本
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会

が
提
携
し
、
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
公
認
の
地
域
ク

ラ
ブ
と
し
て
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
海
水
浴
場
の
監
視
体
制
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

当
時
こ
う
し
た
地
域
ク
ラ
フ
が
海
水
浴
場
監
視
業
務
を
行

う
の
は
全
国
で
も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
各
方
面
か
ら

注
目
さ
れ
た
の
で
す
。

町
で
も
当
ク
ラ
ブ
を
全
面
的
に
支
援
し
、
当
初
4
基
で
始

ま
っ
た
監
視
タ
ワ
ー
を
翌
年
に
は
2
基
増
設
、
さ
ら
に
ー

R

B

（
エ
ン
ジ
ン
付
き
救
助
用
コ
ム
ボ
ー
ト
）
や
救
助
艇
の
導

入
な
ど
救
助
活
動
の
戦
力
強
化
を
図
り
、
海
水
浴
客
が
安
心

し
て
楽
し
め
る
海
水
浴
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
洗
サ
ー
フ
・
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
・

ク
ラ
ブ

ヽ

'98.8.5 広報おおあらい (2) 



今
年
の
夏
も
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
に

は
、
1
8
歳
の
学
生
か
ら
2
5
歳
の
社
会
人

ま
で
、
8
0
名
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
海

水
浴
シ
ー
ズ
ン
中
、

舟
渡
、
大
貫
集
会

所
で
合
宿
生
活
を
し
海
水
浴
客
の
水
難

事
故
防
止
、
救
難
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
に
あ
た
っ
て
い
る
。

サ
ン
ビ
—
チ
は
、

I
·

司
ー

/

]

 

□]

』

]

磁

3
基
の
監
視
タ
ワ

＿’,．ー・
1

ー
が
あ
る
。

こ
の
ビ
ー
チ
を
大
洗

S
L
S
C
の
メ

ン
バ
ー
約
4
0
名
で
監
視
に
当
た
っ
て
い

る
。午

前
8
時
、
無
線
、
双
眼
鏡
、
救
急

用
品
が
入
っ
た
ボ

ッ
ク
ス
を
抱
え
5
、

6
人
す
つ
6
つ
の
タ
ワ
ー
に
散
っ
て
監

視
の
目
を
光
ら
せ
る
。
「
溺
水
者
」
の

レ
ス
キ
ュ
ー
は

一
瞬
を
争
う
。
神
経
を

張
り
つ
め
た
ま
ま
炎
天
下
で
の
パ
ト
ロ

胃はス［そ間［ ；吟皇 ゑ目饂馴漏衝馴函on皿U通ヌチ監スハ I 

哀［痘［だ閤舎字逗［［竺琴［！［［；i[［：：月］：塁ぷ竺企き竺
゜はな処‘ Iン I― ［ や I浜でま 取 全 や 子 人 で 活の；ピ贋歪!]g

パと｀置 F ジで o箪いビム辺はた りなす供形はー動各ズ-, ‘ 。女は
ラ 家ー A アはびる Iとで海‘組浜くたで‘セをキーセ -,ハ子‘
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活多ンス らサク、グきゲ、ー 。に安 りを指ー 。ンc.c.:_ I 、| | 

（
 

で
鍛
え
た
褐
色
の
肌

水
彼
ら
が
海
に
や
っ
て
き
た

•I 

すべての人に快適な

ビーチを提供したい

それがバリアフリー・ビーチ

サンビーチでは昨年から全

国に先駆けて「バリアフリ

ビーチ」を実現した。浜

辺などでも動けるように開発

された特殊な車椅子を迎入す

ることで、体に障害を持った

人々を迎え入れる体制を整え

た。障害者優先の駐車場や更

衣室、 トイレ、スロープなど

を設置。今年は特殊な車椅子

を昨年の6台から 14台に増や

して、すべての人に快適なビ

ーチづくりを目指している。

大洗SLSC

のメンバーはラ

がぶ イフセービング

を通じて社会福

祉活動を実践す

ることで地域に

貢献し、クラブ

自体の活動をさ

らに価値のある

ものにしてい

る。

大洗サンピーチバトロール実績 (1997
内 六合 件数 人数

死 亡

゜゜蘇生 蘇生法を施し、命を取り留める

゜
。

重溺者 間一髪の救助、または救助後に医師の処置が必要な状態

゜
。

軽溺者 意識あり、救助を求めてきた場合で大事に至らない場合 3 ， 
安全移送 潮や風に流された者を安全なエリアや浜に運搬 31 55 

安全誘導 遊泳エリア外や危険個所から注意を促し誘羽 1633 5469 

ファーストエイド 病気やけがの手当 287 289 

迷子保護 590 595 

7.20~8.18) 

海水浴客アンケート（有効回答数145)

、’
ヽ
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コ・コ’—’
起
床舟

渡
集
会
所
（
男
子
宿
舎
）

全
員
起
床
、
一
日
の
始
ま
り
。
準
備

を
し
て
大
貫
集
会
所
（
女
子
宿
舎
）
へ
。

朝
食「

い
た
だ
き
ま
す
」
食
事
は
女
子

が
交
代
制
で
作
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
満
潮
干
潮
時
間
を
全
員

で
確
認
。
今
日
一
日
の
パ
ト
ロ
ー
ル

に
支
障
の
な
い
よ
う
モ
リ
モ
リ
食
べ
る
。

大洗サーフライフセービング

クも 表足立正俊

―.- -- 一．

IRB（エンジン付救助用コムボード）

n

3
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＼
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9
ト

・
・
ゞ
｀

ぅ`

ー＇ 
u,-
且

,' 

浜辺でチビy子たちに海の特性やマナーなどを

紙芝居で説明するパラナース

---....................... ~□---~--~······························· '=・ ■ ,―’’—' r
,
 

,' 

． 
ーー ・■ 9, 9,............. • ■,_,,_, --

夕
練一

日
大
き
な
事
故
も
な
く
終
了
し

た
パ
ト
ロ
—
ル

。

安
堵
感
の
中
、
も

う
一
度
気
を
引
き
締
め
る
。
救
助
技

術
の
向
上
に
は
訓
練
は
欠
か
せ
な
い
。

夕
食こ

の
時
間
が
「
し
あ
わ
せ
」
を
感

じ
る
。
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
に
と
っ
て

体
力
は
、
食
欲
だ
。

'98.8.5 広報おおあらい (4) 



Rescue 
LIFE S 一 ＆

 

浜
集
合

自
転
車
で
浜
に
集
合
。
パ
ト
ロ
ー

ル
に
必
要
な
機
材
を
準
備
し
、

朝
練
へ
。

ガ
ン
バ
ロ
ウ
ー

~

朝
練

~

ビ
ー

チ
を
走
り
一
斉
に
水
に
入
る
。

．

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
泳
ぎ
を
繰
り
返
す
「
ラ

．
 

・

ン

・
ス
イ
ム

・
ラ
ン
」

。
苦
し
そ
う

．
 

・
 

．

に
息
を
弾
ま
せ
る
。

．
 

•

海
水
浴
場
が
開
く
ま
で
の
一
時
間

．
 

．
 

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
続
く
。

．
 

.......................... 

r
,
 

--: :=: :=:............................. 
-- -,0"-

•• l l 9-7 :J ...・・・・・・・
一

_,r-
9
9
 

．
 

．
 

．
 

・
 

．
 

．． 

．．
 ’―’’―, 

’―’’―’パトロール開始

丞 ］疇認］裂］
浜辺に置かれたレスキューボードを前にパトロール体

制に入ったライフセーバー

レスキューチューブを抱えて

監視をするライフセーバー

升二然， 2

l- IOSLSCじ
t -- =--̂  

-1 
屯で竺『二、ーもA

:• SURF LIFE 
--- - ＇ヽ

パトロ ル （監視）タワ

n,-ru 

•• 
’―’’―’―’’―’  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一
’—’’—’’—’—’ 

戸 ー の座 ミ
1 日に夕 ，

11 l 襄言喜テ
省て後 イ I
塁の‘ ン 一
華 ミ 宿 グ
苫 I舎
を‘テの
確、イ板
認 ノ の
すグ間
る ゜に
゜そ車

• ,―’ ’―’・・・・・・・・
·’—’’—' 

消
灯パ

ト
ロ
ー
ル
生
活
に
睡
眠
は
と
て

も
大
切
。
布
団
に
入
っ

て
か
ら
の
寝

付
き
は
早
い
。

.̀~ "'‘‘’‘□ 
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歩

行

者

天

国

（

車

両

通

行

止

）

は

、

金

沢

町

、

通

町

、

永

町

、

髭

釜

町

、

大

貫

町

商

店

街

で

実

施

さ

れ

ま

す

。

日

時

／

8
月
2
3日
（

日

）

午

後

3
時

＼

9
時

▼
イ

ベ

ン

ト

口
荒
磯
御
輿
、
子
供
御
輿
、
渡
御

口
磯
節
踊
り
パ
レ
ー
ド

8
月
2
3
B
(
B
)

八

凋

祭

大

洗

の

夏

ま

つ

り

の

イ

ベ

ン

ト

＿

つ

八

朔

祭

り

が

8
月
22
日

23
日

（

日

）

の

2
日

間

に

わ

た

り

開

催

さ

れ

ま

す

。

8
月
22
日

（

土

）

の

前

夜

祭

に

は

山

車

が

町

内

を

練

り

歩

き

、

23
日

（

日

）

に

は

、

「
金

沢

町

、

通

町

、

永

町

、

髭

釜

町

、

大

貫

町

」

に

お

よ

ぶ

大

歩

行

者

天

国

が

実

施

さ

れ

、

子

供

か

ら

大

人

ま

で

楽

し

め

る

様

々

な

イ

ベ

ン

ト

が

行

わ

れ

ま

す

。

ぜ

ひ

、

お

楽

し

み

下

さ

い

。

▼

二

基

の

山

車

を

巡

行

し

ま

す

8
月
2
2
B
(
±
)

洞

夜

口
荒
磯
太
鼓
、
磯
節
保
存
会
の
演
奏

口
町
民
吹
奏
楽
団
演
奏

口
壁
画
製
作

口
陶
芸

口
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

口
七
夕
飾
り

口
き
き
酒

口
酒
蔵
寄
席

口
科
学
実
験
室

口
昔
遊
び

口
氷
の
彫
刻

口
水
戸
若
鳶
会

□カ
ラ

オ

ケ

大

会

□そ
の
他
各
種
ゲ
ー
ム

問

合

せ

／

大

洗

町

商

工

会

6

(
2
6
6
)
ー

7
l
l

土
）
、

夏
ま
つ
り
98

八
禰
祭
厄
OOI

比例代表確定結果（大洗町）

政党 名 得票数

公明 1,328 

第 二 院クラプ 62 

青 年自由党 49 

日本共産 党 640 

社会民主 党 396 

新党さきがけ 50 

民主党 1,344 

自由民主党 2,811 

女性党 238 

自 由連 合 70 

維新政党 ・新風 7 

自由党 716 

新社 会 党 206 

スポーツ平和党 112 

計 8,029 

無効

茨城選挙区確定結果（大洗町）

候補者名 得票数

小島 修 601 

郡 司 彰 1,792 773 

片庭 正雄 67 

野村 五 男 709 

吉岡万理子 485 

久野 恒 一 3,237 

武藤 博 光 575 

郡司 孝夫 224.226 

杉森 弘 之 212 

計 7,902.999 

茨城選挙区得票数（県全体）

郡司 彰 310,002

久野恒ー 256,948

野村五男 212,912

小 島 修 112,568

武藤博光 77,762

吉岡万理子 62,220 

杉森弘之 37,452

片庭正雄 11.170

当

当

参
議
院
茨
城
県
選
挙
区

が
初
当
選

郡
司
彰
氏

久

野

恒

氏

404 

景

気

対

策

を

争

点

と

し

た

参

議

院

議

員

選

挙

が

7
月
12日
、

町

内

l
カ

所

の

投

票

所

で

行

わ

れ

、

同

夜

即

日

開

票

さ

れ

ま

し

た

。

茨

城

嗅

選

挙

区

で

は

、

民

主

新

人

の

郡

司

彰

氏

と

自

民

新

人

の

久

野

恒

一

氏

が

初

当

選

し

ま

し

た

。

今

回

の

選

挙

は

、

投

票

時

間

の

延

長

や

不

在

者

投

票

の

要

件

緩

和

と

い

っ

た

制

度

改

正

の

効

果

も

あ

り

、

大

洗

町

で

の

2
不

在

者

投

票

は

前

回

の

8
 

5
 2

7
8票
か

ら

7
8
3

効無

票

に

大

幅

に

増

加

し

ま

し
た
。

な

お

、

大

洗

町

の

投

票
率
は
、

52
.
20％
で

前

回

の

4
0
.
4
7
％

を

ll
.
73ポ
イ

ン

ト

上

回

り

ま

し

た

。

998 8 5 広報おおあらい (6) 



梅雨明けやらぬ薄雲りの中、サンビーチ海岸に色

とりどりのユニホームの選手達360名が集まった。

夏恒例のビーチバレー大会 (7月25~26日）もすっ

かり定着し、今回で第9回目を数える。選手達は遠く

は静岡など県内外から参加し、サンピーチ海岸特設

コートで砂にまみれながらの熱戦が展開された。

この大会に集う選手達や観客、更には大洗の海に

集まる若者達の見る「観光地大洗」の評価はどのよ

うなものだろうか？最近では、若者達にうける評価

も高まって来ているようだ。海水浴：：：ノーズン中の我

が町は、多くの若者達が訪れ、他の地域の観光地に

もひけをとらない賑わいを見せている。

〇

質
の
高
い゚

大
洗
町
長

一方、若者の海の代名詞でもある湘南や避暑地の

軽井沢、更には鎌倉などは日本でもトップクラスの

観光地であると共に、そこに函らし、訪れること自

体がステータスとして確立しているのである。

ならば、「観光地大洗」の特色は、美しい海岸線、広い砂浜、フェ

リー、ヨットハーバー、水族館や全国的に有名な大洗ゴルフ場やそ

の周辺の松林など自然との共生によりきわめて質の高い地域である。

こうした評価がさらに高まれば、「大洗」を訪れ遊ぶこと自体にス

テ＿タス性が生まれ、他地域との差別化が図れることになる。その

ことで、民間企業等の活性化や住環境の促進等の誘発につながるよ

うな環境になるのではないか。

我が町のもつ素晴らしい自然環境を最大限に生かし、自然、食、

文化、スポーツなどのクオリティーをさらに高め、他地域との差別

化を進めながら、大洗町のステータスを確立する必要があると考え

小
谷
隆
允

凛
指
定
文
化
財
で
あ
る
大
洗
磯
前
神

社
の
御
本
殿
は
、
永
年
に
わ
た
る
風
雪
、

地
震
等
に
よ
り
、
全
体
的
に
木
部
の
老

朽
化
が
進
み
、
社
殿
全
体
の
傾
き
や
屋

根
の
茅
葺
き
の
傷
み
も
激
し
い
た
め
、

約
ー

3
0
年
ぶ
り
の
改
修
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

工
事
は
昨
年
10
月
か
ら
進
め
ら
れ
、

御
本
殿
の
解
体
工
事
や
屋
根
の
葺
き
替

え
工
事
、
更
に
は
美
装
、
新
建
材
の
古

色
、
飾
金
具
の
取
り
付
け
作
業
を
行
い

7
月
末
に
全
体
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。

今
回
の
解
体
工
事
で
は
、
江
戸
時
代

享
保
の
年
代
と
棟
梁
名
を
墨
書
き
し
た

建
築
材
な
ど
も
確
認
さ
れ
た
り
、
明
治

3
年
に
補
修
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
奉

納
板
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洗
磯
前
神
社
は
、
幾
多
の
人
々
の

努
力
と
信
仰
に
よ
っ
て
守
り
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

「
観
光
地
大
洗
」

を
目
指
し
て （

 

0
"
l口
註
茫
籠
＂
神
社

ている。

「
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
、
そ
れ
は
世
界
の
人
達
と
音
楽
を

通
じ
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
」
と
青
年
海
外
協
力
隊
平
成
lO
年
度
第

ー
次
隊
に
応
募
し
た
と
き
の
こ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
話
し
て
く

れ
た
明
石
麻
衣
子
さ
ん
。

「
大
学
を
卒
業
し
た
ら
音
楽
の
先
生
に
と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

就
職
を
間
近
に
控
え
、
そ
の
前
に
自
分
で
学
ん
だ
こ
と
を
世
界

の
子
供
た
ち
に
教
え
た
い
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
得
る
も
の
も

多
い
の
で
は
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
説
明

会
に
何
度
も
足
を
運
び
、
そ
の
思
い
は
益
々
確
固
た
る
信
念
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
と
言
い
ま
す
。

希
望
国
も
南
太
平
洋
の
島
国
「
ト
ン
ガ
王
国
」
と
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
両
親
に
は
採
用
通
知
が
来
て
初
め
て
う
ち
明
け
た

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

2
年
間
「
ト
ン
ガ
」
で
子
供
た
ち
に
音
楽
の
素
晴

nし
さ
を

教
え
る
明
石
さ
ん
。
ち
ょ
っ
び
り
の
不
安
と
大
き
な
希
望
を
胸
に
、

7
月
13
日
、
成
田
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

明石麻衣子さん (22歳）

磯浜町3616番地
洗足学園大学音楽学部音楽科卒

C
「
ト
ン
ガ
」
の
子
供
た
ち
に

Q
 a

音
楽
の
楽
し
さ
を
教
え
た
い

f
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子
守
し
て
田
植
の
借
を
返
し
け
り

金

沢

猿

EB
俊
子

し
た
や
み

下
闇
を
更
に
大
樹
の
深
く
し
て

新
町
岸
和
田
和
子

（
評
）
豊
か
に
枝
葉
を
茂
ら
せ
た
夏
木

立
の
下
は
、
烈
日
を
遮
っ
て
昼
尚
暗
い
。

木
下
闇
、
略
し
て
下
闇
と
も
言
う
。
と

り
わ
け
大
木
が
枝
を
重
ね
る
下
は
、
目

を
射
る
よ
う
な
周
囲
の
明
る
さ
と
対
比

し
て
、
よ
り

一
層
の
暗
さ
と
な
り
、
一

歩
そ
の
中
へ
身
を
入
れ
る
と
、
忽
ち
涼

と
り
こ

風
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
し
か
け
て
呉
れ
し
日
傘
の
白
さ
か
な

髭

釜

川

崎

京

子

（
評
）
照
り
つ
け
る
日
射
し
を
遮
っ
て
、

サ
ッ
と
頭
上
に
さ
し
か
け
ら
れ
た
日

傘
。
思
わ
す
振
り
向
い
た
目
に
、
友
の

笑
顔
と
日
傘
の
臼
さ
が
見
え
た
の
で
あ

る
。

一
瞬
の
小
さ
な
驚
き
と
、
そ
れ
に

続
く
感
謝
の
気
持
。
微
妙
な
心
情
の
推

移
が
読
み
と
れ
る
。

も

喜
々
と
し
て
俄
百
姓
茄
子
椀
ぎ
る

夏
海
大
貫
千
代
子

（
評
）
紫
紺
の
肌
も
艶
や
か
に
実
っ
た

家
庭
菜
園
の
茄
子
を
椀
ぎ
と
り
、
喜
色

満
面
の
主
婦
で
あ
る
。
己
れ
の
分
を
わ

き
ま
え
て
、
俄
百
姓
と
言
っ
て
い
る
の

ほ
ほ
え

が
微
笑
ま
し
い
。

嫌
壇

．． ． ． 
ん
な
の
ひ

（
評
）
こ
う
な
る
と
俄
百
姓
の
域
を
出

て
本
百
姓
に
近
い
だ
ろ
う
。
吾
が
家
の

田
植
を
手
伝
っ
て
貰
っ
た
お
返
し
に
、

こ
ん
ど
は
そ
ち
ら
の
田
植
の
日
に
、
子

供
達
の
面
倒
を
見
て
や
っ
た
の
で
あ

る
。
田
植
と
言
う
日
本
古
来
の
季
題
の

奥
の
深
さ
、
幅
の
広
さ
。

し
ず
く

梅
雨
雫
ぼ
た
り
ぼ
た
り
と
山
の
宿

蔵

前

田

山

佳

風

（
評
）
梅
雨
に
包
ま
れ
よ
饂
深
い
温
泉

宿
。
一
浴
後
の
宿
浴
衣
に
寛
ぎ
な
が
ら
、

窓
辺
の
軒
し
づ
く
の
音
を

一
人
静
か
に

聞
い
て
い
る
。
霧
の
よ
う
な
細
雨
の
、

そ
れ
も
上
り
か
け
て
い
る
梅
雨
の
雫
゜

ぽ
た
り
、
ぽ
た
り
と
。

こ

大
胆
な
娘
ら
の
装
い
夏
の
湖

毒

戸

稲

田

富

穂

（
評
）
夏
の
湖
畔
を
闊
歩
す
る
娘
達
の

装
い
。
若
者
達
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
極

く
普
通

かQ
心

で
た
ち
な
の
で
あ
ろ
う

が
、
昔
気
質
の
吾
々
に
は
、
い
か
に
夏

の
水
辺
と
は
言
え
、
な
ん
と
も
大
胆
な

と
思
わ
す
目
を
外
ら
し
た
く
な
る
よ
う

な
か
っ

こ
う
な
の
で
あ
る
。

草
取
っ
て
少
し
落
ち
つ
く
日
曜
日

東

光

台

大

川

た

か

（評）

日
頃
の
忙
し
さ
に
紛
れ
て
、
家

廻
り
の
雑
草
も
伸
び
放
題
で
気
に
か
か

●
後
森
亀
泉
進

で

ゆ

森
か
ら
の
涼
風
い
つ
も
温
泉
の
宿

桜
道

上
野

君

枝

紫
陽
花
の
色
増
す
雨
と
な
り
に
け
り

祝
町
今
J
I
I
う
め

通
勤
の
白
の
目
立
ち
し
更
衣

祝

町

今

川

晟

掃
く
あ
と
に
椎
の
花
ふ
る
宮
の
裏

東

光

台

田

中

勝

枝

よ

ペ

昨
夜
の
雨
紫
陽
花
少
し
傾
き
し

桜

道

真

田

静

子

茄
子
植
え
て
そ
の
夜
の
雨
の
音
を
聞
く

明
神
町
小
松
崎
美
代

と
こ
ろ
て
ん

淋
し
さ
を
癒
し
て
く
れ
る
心
太

角

一

前
原

青
嵐

み
ず
す
ま
し

す
い
／
＼
す
い
と
自
在
の
軽
さ
水
馬

新
町
小
松
崎
十
吉

葉
桜
を
ゆ
り
動
か
し
て
湖
の
風

髭
釜
岸
根
世
司
子

木
下
闇
何
や
ら
風
に
揺
れ
て
を
り

髭
釜
清
水
拡

一
朗

麦
秤
帽
ひ
よ
い
と
小
脇
に
通
院
す

永
町
浅
見
三
千
子

夏
霧
や
舟
影
見
え
ぬ
今
朝
の
海

新

町

加

藤

宗

っ
て
い
た
の
だ
が
、
今
日
日
曜
を
幸
い

に
草
取
り
に
精
を
出
し
、
大
よ
そ
取
り

終
え
て
と
り
あ
え
す
ホ
ッ
と
し
た
の
で

あ
る
。

底セ2ニキ）忌し9)弓りっ2:p．マラ1)-

｀ ノ
）

つ)
J
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「うちわ製作」

し

（未満児） （年長児）

少児； {•年中厖）
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「 牡 丹」 1/125 

桧山有作

〔評〕花の位置が良く、露出も最適です。バッ

クのぽけかたがきれいで花と葉を引き立たせ

ています。

300mm 

「麦畑」

F5.6 

1/125 

橋本照三

〔評〕北海道の風景だそうですが、麦畑と遠景

の配置が良く、広大な感じが出ています。

30~70mm Fll 

フ
ォ
ト
P
H
O
T
D

[
講
評
]

萩

谷

茂

今

月

は

、

い

ち

ば

ん

の

高

温

乾

燥

期

に

な

り

ま

す

。

庭

木

な

ど

の

植

え

替

え

は

避

け

ま

し

ょ

う

。

鉢

物

は

水

や

り

と

強

い

光

線

に

注

意

し

て

日

焼

け

、

葉

焼

け

を

防

ぎ

ま

し

ょ

う

。

移

動

で

き

る

も

の

は

午

前

中

ぐ

ら

い

日

に

当

て

、

午

後

、

日

陰

に

な

る

場

所

を

選

ん

で

管

理

す

る

と

良

い

で

し

ょ

う

。

五

ー

六

月

に

植

ス

た

ダ

リ

ア

、

サ

ル

ビ

ア

、

マ

リ

ー

コ

ー

ル

ド

、

ペ

チ

ュ

ニ

ア

、

サ

フ

ィ

ニ

ア

な

ど

丈

や

つ

る

が

伸

び

て

い

る

も

の

は

、

枝

を

切

り

込

ん

で

新

芽

を

出

さ

せ

て

秋

に

立

派

な

花

を

咲

か

せ

ま

し

ょ

う

。

追

肥

も

忘

れ

す

に

施

し

ま

し

ょ

う

。

今

月

下

旬

に

は

バ

ラ

を

剪

定

し

て

追

肥

を

施

し

ま

し

ょ

う

。

秋

に

も

バ

ラ

を

楽

し

め

ま

す

。

ま

た

、

パ

ン

ジ

ー

の

早

咲

き

種

は

八

月

二

十

日

頃

に

種

子

を

ま

い

て

、

日

除

け

を

し

な

が

ら

雨

に

注

意

し

て

涼

し

い

場

所

を

選

季
節
の花

だ
よ
り

マリーゴールド

ん

で

苗

の

管

理

を

す

る

と

十

月

か

ら

花

を

楽

し

め

ま

す

。

観

葉

植

物

は

水

や

り

の

回

数

を

多

め

に

し

て

葉

焼

け

に

気

を

付

け

ま

し

ょ

う

。

ゴ

ム

の

木

や

ド

ラ

セ

ナ

は

30

em位の
長

さ

で

取

り

木

を

し

て

新

株

を

作

り

ま

す

。

オ

リ

ヅ

ル

ラ

ン

や

ハ

カ

タ

カ

ラ

ク

サ

は

挿

し

芽

を

し

て

ふ

や

し

ま

す

。

※

ダ

リ

ア

、

マ

リ

ー

コ

ー

ル

ド

、

ペ

チ

ュ

ニ

ア

、

サ

フ

ィ

ニ

ア

な

ど

切

り

込

ん

だ

枝

は

挿

し

芽

を

し

て

ふ

や

し

ま

し

ょ

う

。

Q

ペ

チ

ュ

ニ

ア

や

サ

フ

ィ

ニ

ア

の

花

弁

が

白

く

色

が

抜

け

て

い

ま

す

。

原

因

は

？A
原

因

は

二

つ

考

え

ら

れ

ま

す

。

①

晴

天

の

日

中

に

水

を

か

け

た

た

め

。＊

・

高

温

、

強

光

線

時

（

日

中

）

に

花

の

上

か

ら

水

を

か

け

る

と

レ

ン

ズ

の

作

用

を

し

て

ヤ

ケ

ド

状

態

を

起

こ

し

て

し

ま

い

ま

す

。

水

や

り

は

朝

・

タ

に

し

ま

し

ょ

う

。

②

害

虫

の

被

害

に

あ

っ

て

い

る

た

め

。＊

ス

リ

ッ

プ

ス

、

ア

ザ

ミ

ウ

マ

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

殺

虫

剤

（

モ

ス

ピ

ラ

ン

剤

な

ど

）

を

散

布

し

ま

す

。

ダ

ニ

も

発

生

し

ま

す

の

で

ピ

ラ

ニ

カ

、

ア

カ

ー

ル

、

ケ

ル

セ

ン

剤

な

ど

の

薬

剤

を

散

布

し

ま

し

ょ

う

。

（

大

貫

寛

昭

記

）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー
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l」＼沼梧君（南中3年）

全国六台準優勝
＜
 

◄

日
頃
の
練
習
が
生
む
鋭
い
タ

ッ
ク
ル

6月21日、水戸市の県立スポーッセンターでレスリングの第

24回全国中学生選手権大会が開催されました。

フリースタイル37キロ級から95キロ級まで ll階級の個人戦

が行われ、 69キロ級で大洗南中3年の小沼 悟君が見事に準優勝

を飾りました。

1回戦から準決勝まではオールフオール勝ちで危なげなく勝ち

進み、決勝戦で大阪 ・西山田中の松井選手に惜敗しました。

小沼君は、中学2年からレスリングを始め、集中した練習でみ

るみるうちに力をつけ、指導している南中学校卒業生の池田さん

は「力強く、スピー ドがあり、タックルなども俊敏だ」と評価し

ていました。

本人いわく、「まさかの準優勝」と謙遜ぎみに話していました

が、これからの活躍が期待されます。

(_家願CDP1i*I言
婦人CD手で

▲いざ！というときは、あわてすに

►

栄
光
の
メ
ダ
ル
と
賞
状
を
手
に

'

,

_

l

1

]

 

冒■~

大洗町婦人防火クラブは、平成9年7月に町内の婦人で結

成された団体で、家庭での火災予防や地域での助け合いを

目的とした民間防火組織です。

5月から6月にかけて磯浜、大貫、夏海、漁協の4クラブ

で初期消火訓練、防火教室や救命講習会等、防火の基礎知

識を学ぶ研修会が行われました。

参加した皆さんは、颯爽と防火袢天を身にまとい、なこ‘

やかな中にも緊張感をもって研修に取り組み、日頃疑問に

思っていることなど積極的に質問を投げかけていました。

このような取組みが今後の火災予防の一役を担い、町民

の皆さんへ防火の輪がさらにひろがっていくことが期待さ

れます。

大洗町婦人防火クラブの組織

大洗町幼少年婦人防火委員会小谷隆亮会長以下14名

磯浜地区婦人防火クラブ 山戸 美枝部長以下99名

大貫地区婦人防火クラブ 植田靖子部長以下50名

夏海地区婦人防火クラブ 関 一江部長以下57名

漁業協同組合婦人防火クラブ 飯田 文江部長以下53名

'98.8.5 広報おおあらい (l 0) 
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▲みんないっしょに放流

tを（音て¢眉し＼も2灼て
7月14日、美しい湖沼環境の保全の取り組みとして、涸沼におい

て夏海小4・5・6年生による「さかな放流事業」が行われました。

嗅水産試験場・山崎さんから涸沼と魚についての講演を開いた

後、松川漁港に移動して、セイゴ約2百匹を放流。子どもたちは、

「きれいな涸沼で大きくなれよ」と願いを込めていました。

その後の涸沼周遊では、さわやかな湖上の風を切る屋形船に歓声

をあげ、楽しく水に親しみました。

自然を愛する心が放流した出世魚のスズキと一緒に大きく育つと

いいですね。

おれたち海賊、見醤巾
7月ll日、海賊たち42名が、手作りの草木染めのバンダナ姿も

りりしく、涸沼ヨットハーバーに出没。

中川祐二氏（支援隊長）や動燃ヨット部の指導のもとけんめいに

カヌー•ヨットの練習に励みました。

当日は風が強く、沈しそうになったカヌーもあり悪戦苦闘、しか

しそこは持ち前のガッツで乗りきり、真の海賊に一歩近づきました。

アイアンキッズの今年のテーマは 「回帰性魚（サケ等）」です。

海賊たちも川をのぽるサケのように力強く、元気に活躍することと

思います。

みんなで守ろう交週ルール

第35回交通安全こども自転車水戸地区大会が6月

12日、水戸市民体育館で行われました。

大会には 10チームが参加し、本町からは磯浜小、

祝町小が出場、安全走行などを競いあい、磯浜小チ

ームが見事に優勝、祝町小チームが6位に入りまし

た。個人の部でも高橋義人君（磯浜小）が1位に輝

きました。

優勝した磯浜小チームは水戸地区の代表として7

月9日に行われた県大会に出場し健闘しました。

轟
齢
者
の
交
通
安
全
教
室

交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
大
会

、≫

--,. OTT-- —· 
▲まさに水を得た海賊

6月25日、大洗文化センター脇駐車場でバイクを

運転している65歳以上の方30名が参加し、高齢者

の交通安全教室が行われました。

ジグザグ走行、一時停止の安全確認等、現役白バ

イ隊員による熱心な実技指導が行われました。

参加した皆さんは、「緊張したけどいい体験をし

た、これからの運転に生かしたい」と感想を語って

いました。

....左右確認は安全の基本

(l l) 広報おおあらい '98.8.5 



大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
漁
業
研
究
会

で
は
、
海
を
相
手
に
働
く
青
年
が
素
敵

な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
巡
り
合
え
る
よ
う

「
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
田
i
n
i
n
大
洗
」

を
開
催
し
ま
す
。

今
年
で
3
回
目
を
む
か
え
、
会
場
は

夜
の
大
洗
水
族
館
で
行
い
ま
す
。

い
つ
も
と
は
違
っ
雰
囲
気
の
水
族
館

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
こ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
記

•I
n大
洗
参
加
者
募
集

‘ =' 
9’ △ 1 

-

（
 

総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

ひ
ぬ
ま
荘
の
利
用
に
つ
い
て

日
時
／
9
月
5
日
（
土
）

1
6
日
（
日
）

場
所
／
大
洗
水
族
館

・

レ
ス
ト
ラ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン

宿
泊
／
県
営
宿
泊
施
設

対
象
／
独
身
女
性
(
2
0
歳
1
4
0
歳
位
）

再
婚
を
お
考
え
の
方
も
大
歓
迎

募
集
人
数
／
30
名

締
切
日
／
8
月
2
0
日

内
容
／
パ
ー
テ
ィ
ー
＆
ナ
イ
ト
ア
ク
ア

リ
ウ
ム

・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
・
海

鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

会
費
／
3
0
0
0
円

問
合
せ
／
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合

庶
務
係
臼
庭
（
ウ
ス
ニ
ワ
）

6

(
2
6
6
)
2
1
6
5
 

F
A
X
(
2
6
6
)
1
6
9
5
 

お
年
寄
り
を
は
じ
め
、
一
般
の
方
も

宿
泊
休
養
が
で
き
ま
す
。
毎
月
、
健
康

相
談
や
教
養
講
座
な
ど
の
行
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

宿
泊
料

（
一
泊
二
食
付
）

6
0
歳
以
上
．． 

4
8
0
0
円

中
学
生
以
上
6
0
歳
未
満
．

5
8
0
0
円

小
学
生
：

5
1
0
0
円
幼
児
：
実
費

休
憩
使
用
料

（
午
前
1
0
時

1午
後
3
時
）

6
0
歳
以
上
．

4
0
0
円

中
学
生
以
上
6
0
歳
未
満
：

8
0
0
円

小
学
生

6
0
0
円

幼

児

無

料

（
た
だ
し
、
日
月

1
日
1
4
月
1
5
日
、

7
月
1
日
1
9
月
3
0
日
の
利
用
料
金
は

2
0
0
円
増
と
な
り
ま
す
。）

※

1
0
月
1
2
日
1
2
2
日
は
改
修
工
事
の
た

め
休
館
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
ひ
ぬ
ま
荘

6

(
2
9
3
)
7
3
5
5
 

日
時
／
8
月
29
日
（
土
）

午
後
6
時
3
0
分
＼

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広
場

（
野
外
の
予
定
）

入
場
料
／
無
料

出

演
／
町
民
吹
奏
楽
団

大
洗
荒
磯
太
鼓

コ
ー
ル
さ
ざ
な
み

（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）

曲

目

／
グ
レ
ン

・
ミ
ラ
ー
・
メ
ド
レ

ー
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
、
翼
を

く
だ
さ
い
、
ほ
か

問
合
せ
／
藤
本
弘
幸

6

(
2
6
7
)
4
6
9
4
 

大
山
吐
志

6

(
2
6
7
)
2
0
6
9
 

バ
イ
バ
イ
サ
マ
—

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

~
 レニンクラードサーカス

ガ六洗（こやっ）でくる！l

会

日

迫力の空中ブランコ！！
愉快で陽気なピ エロ！！

そしてクマの曲芸など
興奮と感動の2時間

大洗文化センター大ホー）レ

8月27日 （木）1ES 13:00開演 （12:30開場）

2部 16:00醗演 （15:30開場）

全席指定(3オ以上） 前売り2,500円当日3,000円

大洗文化センター自主事業企画実行委昂会

合 029-266-2442

場

時

料金

問合せ

プ
レ
イ

ガ
イ
ド

ひたちなか市花菱楽器

水戸市大串町宮部商店

旭村役場前おおさわ
大洗文化センター

合 028-262-2745 
乞 028-268-2225
乞 0281-37-0548
乞 028-266-2442

'98.8.5 広報おおあらい (12) 



と・なりのまちから
L -

水戸地方広域市町村圏協議会

畷
茨城町下石崎の広浦港から出航し、名勝親沢を回り

約2時間で涸沼を一周します。定員は50人。

遊覧を楽しみながら名物しじみ汁やはぜの天ぷらな

ど四季折々の海の幸•山の幸も昧わえます。

利用時間 午前10時から午後9時まで

（年末年始を除く）

屋形船周航グループ

代表広浦屋 fl293-9287

茨城町観光協会 （町商工観光課内）

fl292-l l l l 内線127

屋形船で湖上周遊を

申込み

問合せ

第8回笠間のまつり 疇
8月21日（金） 〔盆踊り／灯籠流し〕

18 • 30~21 • 00 笠間ショ ッピングセンターと

隣接の亀ケ橋北児童公園

8月22日（土）

ねぶた7基（青森県黒石市2基

基が通りを練り歩きます。

〔ねぶたパレード〕 18:35~21: 00 

イベント 17:00~ 稲荷駐車場

〔神輿パレード〕 18:35~21:30 

笠間稲荷神社周辺

笠間のまつり実行委員会事務局

笠間市役所 企画課 ・商工観光課

岱 0296-72-ll l l 

笠間市商工会 合0296-72-0844

くれふしの里古墳公園 ≪置口診
園内には、復元された古墳（前方後円墳）のほか、

遊具広場、日本一のはにわのシンボルモニュメント

「はに丸タワー」がそびえ立ち展望台からは美しい景

色が一望できます。

はに丸タワー利用時間 （入場無料）

4月1日～9月30日午前9時～午後5時

lO月 1日～3月 31日午前9時～午後4時

(l月 7日～3日までは入場できません）

場所 国道50号中原交差点から県道石岡

常北線を常北方面へ約1.5km

問合せ 内原町教育委員会

fl259-0844 内線36

笠間市5基）神輿6

問合せ

個

人

事

業

税

は

、

県

内

に

車

務

所

や

事

業

所

を

設

け

て

、

個

人

で

事

業

を

営

ん

で

い

る

方

に

対

し

て

課

税

さ

れ

ま

す

。

納

付

の

時

期

は

、

8
月

21日
か

ら

8

月

31日
ま

で

と

、

11月

21日
か

ら

11月

30日
ま

で

の

年

2
回

に

分

か

れ

て

お

り

ま

す

が

、

税

額

が

一

万

円

以

下

の

方

に

つ

い

て

は

、

全

額

を

第

一

期

分

に

納

め

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

8
月

は

、

第

一

期

分

の

納

期

に

な

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

納

期

限

内

に

納

め

ら

れ

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

納

付

の

方

法

は

、

嗅

税

事

務

所

か

ら

納

税

通

知

書

が

送

付

さ

れ

ま

す

の

で

、

最

寄

り

の

銀

行

な

ど

の

金

融

機

関

や

凛

税

事

務

所

の

窓

口

で

納

め

て

下

さ

い

。

納

期

限

を

過

ぎ

ま

す

と

延

滞

金

も

納

め

る

こ

と

に

な

り

、

余

分

な

負

担

と

な

る

ば

か

り

で

な

く

、

財

産

差

押

え

な

ど

の

滞

納

処

分

が

行

わ

れ

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。ま

た

、

安

全

確

実

な

納

付

方

法

と

し

て

、

口

座

振

替

制

度

が

あ

り

ま

す

の

で

ぜ

ひ

ご

利

用

下

さ

い

。

県

税

に

つ

い

て

の

お

問

い

合

せ

は

、

水

戸

嗅

税

事

務

所

(
C
2
2
l
|
4
8
0
0
)
県

税

務

課

(6
2
2
4
|
6
2
2
9
)
ま

で

ご

連

絡

下

さ

い

。

国

民

年

金

の

保

険

料

は

、

毎

月

末

日

が

納

期

で

す

。

保

険

料

を

未

納

の

ま

ま

に

し

て

お

く

と

、

障

害

垂

礎

年

金

（

ケ

ガ

や

病

気

な

ど

で

障

害

者

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

き

に

支

給

）

や

、

遺

族

基

礎

年

金

（

夫

が

亡

く

な

っ

た

と

き

、

子

供

の

い

る

妻

に

支

給

）

の

支

給

条

件

を

満

た

せ

す

、

こ

れ

ら

の

年

金

を

請

求

で

き

な

く

な

る

恐

れ

も

あ

り

ま

す

の

で

、

忘

れ

す

納

期

限

内

に

納

め

ま

し

ょ

う

。

つ

い

う

っ

か

り

と

い

う

方

や

、

忙

し

く

て

と

い

う

方

に

は

保

険

料

の

口

座

振

替

を

お

す

す

め

し

ま

す

。

一

度

申

し

込

み

を

す

れ

ば

、

町

内

の

金

融

機

関

（

郵

便

局

を

除

く

）

の

指

定

口

座

か

ら

毎

月

自

動

的

に

保

険

料

が

振

替

納

付

さ

れ

ま

す

。ま

た

、

経

済

的

に

ど

う

し

て

も

保

険

料

が

納

め

ら

れ

な

い

場

合

に

は

、

保

険

料

の

免

除

制

度

も

あ

り

ま

す

の

で

、

左

記

に

ご

相

談

下

さ

い

。

問

合

せ

／

住

民

課

国

民

年

金

係

（

内

線

l
l
4
)

■l
o
、

3
6
8
円

磯

浜

町

8
2
2
8
|
8
8

■3
、

5
7
5
円

中

宿

一

区

町

内

会

代

表

■2
、

7
9
3
円

中

宿

二

区

町

内

会

海

老

沢

好
亀

井

緊

信

個
人
事
業
税
第
＿
期

納
期
内
納
付
の
お
願
い

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月

忘
れ
す
納
め
ま
し
ょ
う

代

表

■2
0
、

0
0
0
円

め

ぐ

み

美

容

室

■2
2
、

8
4
0
円

レ

ク

イ

エ

ム

（

有

）
代

表

海

老

沢

良

文

■1
0

、

0
0
0円
匿

名

■1
0
0
、

0
0
0
円

磯

浜

町

1
4
9

臼

田

光

子

■1
0
`
0
0
0
円

大

洗

資

源

回

収

会

レ

ク

イ

エ

ム

■1
0
、

0
0
0
円

大

洗

再

資

源

回

収

会

川

上

産

業

■1
0
、

0
0
0
円

大

洗

再

資

源

回

収

会

田

中

商

店

■1
0
、

0
0
0
円

大

洗

再

資

源

回

収

会

山

甲

商

会

■1
3
1
、

2
0
2
円

大

洗

海

岸

病

院

看

護

祭

実

行

委

員

会

代

表

関

根

晶

子

■1
、

0
0
0円
匿

名

■1
4
、

6
5
8
円

磯

浜

町

6
7
4
2

坂

本

愛

子

■5
、

0
0
0
円

磯

浜

町

9
2
6

石

部

き

み

■1
8
、

8
1
8
円

大

洗

高

校

P
T
A
磯

浜

O
B会

会

長

大

倉

好

雄

■4
2
、

0
0
0
円

大

洗

町

消

防

団

長

川

上

俊

彦

■2
0、

0
0
0円
匿

名

■1
6
、

6
5
2
円

夏

海

婦

人

会

代

表

池

田

キ

ヨ

■5
3
、

7
6
4
円

大

洗

商

工

人

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ル

フ

大

会

田

口

田

山

榮

こ

ぎ

く

(13) 広報おおあらい '98.8.5 



＊コース
大洗町役場 ⇒日立南IC⇒

7:00 
-------------------------------

福島第1原子力発電所 ⇒
10:30~12:00 

富岡 （昼食）⇒いわき石炭化石館 ⇒
12:20~13:00 14:30~15:30 

いわき湯本IC⇒大洗町
17:30 

日

時

／
8
月
2
1
日
（
金
）

見
学
先
／
束
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力

発
電
所

対

象

／
町
内
小
学
校
4
年
生
か
ら

中
学
生
3
年
生
と
保
護
者

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
8
月
10
日
（
月
）

午
前
9
時
よ
り
電
話
で
受
付

先
着
8
0
名
(

4

0

組

）

町
長
公
室
6
内
線
2
1
4
ま
で

夏
休
み
親
子
原
子
力
施
設

見
学
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

f‘ 

期
間
／
9
月
3
日
1
1
0
月
2
2
日
週
4
回

定
員
／
3
0
名
（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

内
容
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
養
成

条
件
／
受
講
後
就
職
希
望
の
全
日
程
出

席
で
き
る
県
内
在
住
の
女
性

（
学
生

．
当
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会

を
受
け
た
者
は
除
く
）

申
込
受
付
／
8
月
2
0
日
1
0
時
1
1
5
時

（正
午
ー
午
後
ー
時
ま
で
を
除
く
）

本
人
が
ハ
ガ
キ
持
参
の
上
、
女

性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

問
合
せ
／
県
女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

6

(
2
2
7
)
2
4
3
l

介
護
サ
ー
ビ
ス

技
術
講
習
会

講
座
内
容
／

①
6
ヶ
月
コ
ー
ス

(
1
0
月
か
ら
）

水
泳
教
室

・
体
力
づ
く
り
教
室

・
ビ
ホ

健
康
体
操

・
セ
ラ
ピ
ー
体
操

・
座
禅

．

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

・
ヨ
ガ
健
康
法
・

中
国
気
功
法

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

•

お
か

あ
さ
ん
と

一
緒

・
ヨ
ガ
体
操
・
シ
ル
バ

ー
体
操
・
コ
ル
フ
教
室

②
短
期
コ
ー
ス
(

9

月
か
ら
全
1
0
回
）

テ
ニ
ス
教
室

申
込
方
法
／
8
月
1
7
日
か
ら
2
1
日
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で

申
込
・
問
合
せ
先
／

い
ば
ら
き
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー

水
戸
市
桜
川
ー
の
8
の
1
6

6

(
2
3
l
)
6
8
5
l
 

い
ば
ら
き
社
会
保
健
セ
ン
タ
ー

（
後
期
）
受
講
者
募
集

相
談
日
／
8
月
2
8
日
・
9
月
4
日

9
月
日
日

．
lB日

場
所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
が
相
談

（
要
予
約
）

相
談
無
料
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
内
線
ー
6
ー
）

■休
館
日

8
月
1
0
日
（
月
）

2
4
日
（
月
）

9
月
7
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分

1
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間

(

l

人
3
冊
ま
で
）

※
夏
休
み
期
間
(

7

月
1
9
日
1
8
月
3
1

日
）
は
、
貸
出
時
間
が

1
時
間
延
長
さ

れ
午
後
5
時
3
0
分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

1
7
日
（
月
）

3
1
日
（
月
）

14
日

（月）

心
配
こ
と
相
談

く、

ヽ
0
且

（

旦

て

な

9◎
§
 

高
限
敦

・
小
幡
勝

•
著

江
川
多
喜
雄
・
監
修

や
べ
み
つ
の
り
・
絵

●大洗文化センタ―• 合266-2442

音
・
光
ふ
し
ぎ
は
つ
け
ん

彰
国
社

日
本
人
は
か
た
ち
を
ど
う
考
え
、
ど

う
と
ら
え
た
か
。
ま
た
そ
れ
は
時
代
や

社
会
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
。
そ
の

問
い
に
答
え
る
べ
く
、
絵
画

・
建
築

・

庭
園
な
ど
日
本
的
意
匠
を
持
つ
具
体
的

な
デ
ザ
イ
ン
要
素
を
取
り
上
げ
｀
和
様

感
覚
の
正
体
に
迫
る
。

草
土
文
化

手
作
り
お
も
し
ろ
実
験
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
。
ふ
え
や
た
い
こ
を
つ

く
っ
て
あ
そ
ぶ
、
く
ら
や
み
を
つ
く
る
、

に
じ
が
で
き
た
、
か
が
み
の
ま
じ
ゅ
つ
、

な
ど
な
ど
。

R

書

紹

介

日
本
の
か
た
ち
縁
起

小
野
瀬
順
＿
•
著

月 日躍 催 事 内容 開始時間 開催場枡 入場方法

l 2 水 フラワーアレンジメント教室13・00~ 中会議室関係者

26 水 謁束ブロック老人福祉施設指導員蘭修会 1300~ 全館 II 
8 

11360000~ ~ 27 木 レニングラード国立舞台サーカス ホール 有料

28 金 運転免許更新時講習会 900~ 大会議室関係者

町・県民税 （第2期）

国民健康保険税 （第3期）

国民年金 (8月分）

納期は

8月31日迄です。

'98.8.5 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

18 火 機能回復訓練 障害をもった方で機能訓練が必要な方 9 00~11 00 

19 水 1歳6カ月児健診 滴l歳6カ月に達した幼児 13 00~14 00 

21 金 機能回復訓練 臆害をもった方で機能調練が必要な方 9 00~11 00 

8 25 火 機能回復訓練 腐害をもった方で機能訓練が必要な方 9 00~1100 

木
目保相談 老人医療受給券新規交付者 9 00~1130 

27 
生生後後36カカ月月～～47カカ））llのの乳乳児児乳児健診 13 00~14 00 

28 金 機能回復訓練 欧（内I;科:をも医っ診た寮）］指で攪祁能）』II諌が必要な方 9 00~11:00 

1火
機能回復訓練 腐害をもった方で機能』II練が必要な方 9 00~11.00 

駄子iJ)蜻予防教窒 1歳の幼児及び母親 13.00~14.00 

2 水 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未虜の乳幼児 13.00~14.00 

3 木 3歳児健診 滴3歳に達した幼児 13.00~14.00 

， 4 金
離乳食教室 生後3カ月～12カ月乳幼児及び母親 11.00~13.00 

機能回復訓練 瞑（理じ学をiも／［っ法た士方指で椴導能）訓練が必要な方 13.00~15.00 

7 月 母子相談 丹親及び乳幼児 9.30~11:00 

8 火 機能回復訓練 樟害をもった方で機能訓練が必要な方 9.00~11:00 

11 金 機能回復訓練 腐害をもった方で機能』II練が必要な方 9 00~11.00 

16 水 ッベ｝レクリン反応検査 生後3カ月～48カ月の乳幼児 13.00~14.00 

アイドル！

一
年
で

一
番
暑
く
町
が
に
ぎ
わ
う
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
夏
バ
テ
な
ど
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
こ
の
夏
を
初
め
て
体
験
す
る
赤

ち
ゃ
ん
の
い
る
お
家
の
方
へ
の
お
話
で
す
。

気
温
が
高
く
湿
度
も
あ
る
と
、
大
人
に
と

っ
て
も
ぐ
っ
た
り
し
て
、
寝
苦
し
く
な
っ
た

夏を初めて

迎える
赤ちゃんの

ために

つゆざき みなこ

露崎仁奈子ちゃん

（舟渡4区 3歳l力月）

●父 真

●母洋子

大きくなったらパン屋さん

にな りたいみなちゃんで

す。

ひ や ま けんた

檜山 顕太くん

（東光台l区 3歳3カ月）

●父 英 洋

●母 弘 恵

つよい男の子になっ てね。

お姉ちゃんとも仲良くね。

町
で
は
、
今
年
も
9
月

6
日

か
ら
健
康
診
査
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
生
活
習
慣
病
（
糖

尿
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
等
）

．

結
核
予
防
の
早
期
発
見
の
た
め

健
康
診
査
を

行
い
ま
す

年
1
回
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
結
核
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
だ
け
で
な
く
、

18
歳
か
ら
3
9
歳
ま
で
の
男
性
の

方
も
ヤ
ン
グ
マ
ン
健
康
診
査
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
曜
日
健
診
（
町
保
健
セ
ン

タ
ー
）
も
2
日
間
行
い
ま
す
の

で
、
是
非
こ
の
機
会
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と
は
、

全
世
帯
配
布
お
知
ら
せ
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

（
保
健
婦

己

）＿＿―-ロ

り
し
ま
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
も
同
じ
こ
と
で
す
。

な
る
べ
く
家
中
で
一
番
涼
し
い
所
へ
寝
か
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
微
風
が
通
れ
ば
十
分
、

あ
ま
り
涼
し
い
海
風
が
入
る
よ
う
な
ら
直
接

あ
た
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
又

日
中
、

暑
く
て
扇
風
機
を
使
う
の
な
ら
遠
く

に
離
し
て
「
弱
」
の
「
首
振
り
」
に
、
ク
ー

ラ
ー
を
使
う
の
な
ら
外
気
よ
り
5
度
位
低
め

の
温
度
を
目
や
す
に
、
時
々
窓
を
開
け
て
空

気
の
入
れ
か
え
を
し
ま
し
ょ
う
。
く
れ
ぐ
れ

も
冷
や
し
す
ぎ
ぬ
よ
う
こ
ま
め
に
調
節
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。
も
う
―
つ
こ
の
時
期
、
あ

せ
も
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
子
供

は
、
大
人
よ
り
体
温
が
高
く
そ
の
熱
を
外
へ

出
す
た
め
に
、
汗
か
き
で
も
あ
り
（
特
に
寝

つ
く
時
に
汗
を
か
き
や
す
い
）
デ
リ
ケ
ー
ト

な
赤
ち
ゃ
ん
の
皮
フ
は
、
あ
せ
も
を
お
こ
し

や
す
い
の
で
す
。
皮
フ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、

清
潔
に
す
る
の
が
一
番
、
毎
日
の
入
浴
に
加

え
て
行
水

（
シ
ャ
ワ
ー
浴
）
を
さ
せ
て
汗
を

洗
い
流
し
て
上
げ
る
と
、
た
い
て
い
は
良
く

な
り
ま
す
。
髪
の
毛
が
長
く
な
っ
て
い
る
時

は
、
家
で
耳
や
首
の
回
り
に
か
か
っ
て
い
る

部
分
だ
け
で
も
カ
ッ
ト
し
て
あ
げ
る
と
、
さ

っ
ぱ
り
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
細
菌
感

染
し
て
、

「
あ
せ
も
の
よ
り
」
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
皮
フ
科
で
み
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

萩
原
由
美
子

(15) 広報おおあらい '98.8.5 



シ／、豚館の 1中鷹及
~,J""' nn-叩念 、さ

ヽ
’‘` 

バンドウイルカ
1914年に初めて飼育に成功してから、各地の水族館で

飼育されているイルカです。「イルカ」と聞いて最初に思

い浮かべるのは、このイルカの姿ではないでしょうか。と

ても好奇心が強く、船と一緒に泳いだり、さまざまな環境

に適応できる丈夫な体をしていることから、飼育に適した

イルカといえます。多くの水族館で出会えるかわいいバン

ドウイルカは、まさに水族館の「シンボル」です。

く、
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